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アサリ稚貝の成長について

村田靖彦

緒 言

東京湾のアサリ漁業については，大場ら (197W)が

報告し，その問題点についてのべている。この主なも

のは湾奥で、青潮による発死がほぼ毎年みられること，

種アサリの入手が数量と価格の面から困難になりつつ

あることである。このうち種アサリの供給の面では，

種場や種苗作りなどが問題とされており，これらを解

決するためにはアサリ稚貝の成長，その環境条件など

の把握が必要となる。

今回たまたま自然放卵したアサリの受精卵を飼育す

る機会を得た。アサリの採卵は容易ではないため飼育

例2) はそれほど多くない。そこでこの飼育結果から稚

貝の成長を中心に若干の知見をとりまとめたのでここ

に報告する。

材料と方法

程度収容して海水をかけ流し，翌朝自然産卵していた

ものを使用した。

産卵し，飼育に供したのは1983年7月11日と1983年

9月9日の2回である。また，むき身重量比について

は1978~1980年の調査結果3)と比較検討した。

2 .飼育方法

通常の二枚貝飼育の方法によって行った。すなわち，

200メッシュのナイロンネァトで十分洗卯した後，500R 

ポリカ ボネイト水槽(船橋化成パンライト水槽)に

100万粒収容し，浮遊幼生期を経過させた。そして，沈

着幼生期 (7月産卯分) Iこは有効底面積0.48ぱエンビ

水槽(砂3.5cmを敷いた底面減過循環90x60x4Ocm，容

積200e) と9月産卵分には有効底面積0.57crr1アクリル

水積 (3.5cm底面波過循環， 96x96x4Ocm，容積369R)

を用いた(図1)，沈着稚貝の収容量はそれぞれ， 79万

個体/riiで総数38万個体と83万個体/nrで総数印万個
体である。使用した砂は九十九里浜のもので粒度組成

1. (.共試材料 は表2に示した。換水は浮遊邦lには行わず，沈着期に

木更津市牛込地先で毎月一回(1 月 ~10月)採集し は 3~6 日に一回その 1/3程度行った。換水方法は

たものを材料とした。それぞれの採集月日，平均殻長， エンビ水1曹では直接飼育槽から排水し，アクリ Jレ水憎
むき身重量比(むき身重量/体重X100)を表1に示し ではAt曹から排水しI員j僧に注水した。水温は500Wヒー

た。採集した材料は， 80x 40x 10cmのパットに約15kg ターで， 7 ~ 9月で25'C，10~ 1月で20'Cになるよう

表1 月別に採集した材料の測定結果 (n=50)

年 月 日 平均毅長(mm)土S.D. 平均体重(g)士S.D. むき身重量/体重x100(%) (min. ，max) 

1983.1 .23 37.7:1:3.2 11.4:1:3.5 17.0 (13.0， 23.2) 
1983. 1 .23 35.2:1:2.2 8.6士1.6 22.6 (14.3， 26.8) 
1983.3.21 36.0:1:3.4 9.4士3.0 ~6.9 (18.6， 36.2) 
1983.4 .28 38.0:1:2.6 11. 7:1:3目。 28.2 (20.7， 34.8) 
1983.5 .25 37.1士2.9 10.7:1:2目9 22.7 (17.3， 29.2) 
1983.6.24 38.4:1:4.9 13目1土3.4 25.5 (17.0， 34.4) 
※1983. 7 .11 35.0:1:2.3 8.8:1:2.5 28.3 (17.1， 37.7) 
1983.8 . 8 35.3:1:3.4 11.9士3.8 26.0 (22.3， 31.1) 
※1983.9 .9 38.4土3.2 11.9士3.8 28.0 (16.9， 32.9) 
1983.10.18 38.6:1:3.3 11.5士3.2 20.6 (17.0， 25.0) 

※自然産卵が見られた刀"1
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に調節した。飼育海水はすべてフィルター(東洋法紙

トーセルフィ JレターTCG-045) をi重j且させたものを

使用したο

3.餌料

用いた餌料の種類は黄色鞭毛藻類Pavlova luseri， 

「

エアーリフト

-+ー
水面

緑藻類Chlol'ellasp点、よび砕.藻類Ni恒chiaclosterium A惇 B構(飼育槽) CI曹

である。投餌量は厳密なものではなく，浮遊期には，

Pavlove luserIを1-2万/mf程度になるように，また

沈着してからは， Pavlova luseri約700-800万細胞;mf

のものIeとChlorella約2000万細胞/mfを500mfとNit

schia約1000万細胞/泌を500meをほぼ毎日与えた。

4 成長

稚貝の成長については7日後， 2ヶ月後， 4ヶ月後，

6ヶ月後に潰t定した。そして，平寺に 6ヶ月後:にフルイ

で選別したものの殻長組成を求めた。また， l専られた

稚員の成長および産卵状態がどの程度のものであった

か知るために干潟調査の結果および過去の文献から推

定された結果3)，4)を比較検討した。

~..石 .i........... "'，‘・、三、'"

9仕m

アグリル水筒側面図

エア リフト

r.= 

水面

飼育情

90cm 

エンピ水槽側面図

図1 沈着稚貝の飼育

表2 アサリ沈着稚只の飼育に用いた砂の粒度組成
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図3 産卵後60日目の殻長組成 (7月産卯)

関は，24'C-25'Cで18-21日であった。18日目にまだ浮

遊している幼生の平均殻長は202pmで、あった(写真2)0 

また，沈着I侍18日目の平均殻長は225μmで、あった(写真

3 )0 

その後の成長は7月産卵のもので， 60日後で平均殻

長2.lnun(S. D .0. 71mm)で(図 3)，6ヶ月後の平均
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図4 産卵後60日目変形貝の殻長組成(7月産卵)
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殻長lま3.9四 (S.D.1.74mm) であった(図 5，写真4)。

またごのとき，特に大型のものの組成を図5のなかで

黒の塗りつぶしでしめした。大型のものは全体の一割

程度であった。また， 9月産卵のものは， 4ヶ月で平

均殻長2.&nm，S.D .0.92皿となった(図的。歩留りに

ついては，途中経過を観察していないが死殻はほとん

ど認められなかった。その他，殻長1mm程度になると

足糸で水槽墜に付着するものが多くみられた。また，

透明アクリ Jレ水樽の方がエンピ水槽より多くみられた。

付着は大きいもので殻長5mmであった。貝殻斑紋は白

色とJ勝文型が目立った(写真5)。水温は， 7~9 月で

24~260C ， 10~ 1月で20
0
C前後であった。

2.変形稚貝の出現とその成長

7月の産卵のものに， 60日目の観察時点で約10%の

変形稚貝がみられた。変形稚貝の形状は，そのほとん

どが殻の縁辺中央部がへこんでハート型であった(写

真6)，また，一部ではあるが縁辺部中央が凸状のもの

もみられた。その変形稚貝の平均殻長は1.7rnm (図 4)

と正常貝よりも小さく，その後の成長は，ほとんど見

られをかった(図5矢印L

3 .産卵とむき身重量比

7月と 9月に放卯，放精がみられたがこの時のむき

身重量比は28.0%以上であった。 4月も28%以上であ

10 

n ~52 

Min. =7.1田n
Max. =1島田
Range =10缶四
Mean =10.島町
S. D. 黒 2.05

(フルイで選別した大型稚貝の組成)

15 

図5 産卵後6ヶ月の殻長組成 (7月産卵)
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ったがこのときは産卵は確認できなかった。また同地

先における1978-1980年のむき身重量比の月別変化と

比較したところ1979年のアサリ稚貝の発生が多く見ら

れた年に類似していた(図n
4.成長の比較

主なアサリ生息状況調査結果3，4，5，6) から推定される

成長を比較したところ，東京湾 (1933)では 6ヶ月で

殻長2.5mm，有明海 (1957)では6ヶ月で殻長崎nm，松

20 n ~105 

Min. =1.白nm
Max. =6.缶四
Range =5.5mm 
Mean 詰 2.白m
S. D. ~0.92 

% 

10 

2 3 4 5 6 7 
四

図6 産卵後4ヶ月の殻長組成 (9月産卵)
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とこれらの中間に位置する(表3)，また，木更津市牛

込および金田地先における稚貝の出現状況(図 8)で

は 7月に殻長4-6mm，あるいは 6-8mm稚貝のモ

ードがみられ 3月には14-2伽mの稚貝のモードがみ

られた。

アサリ

15 

10 

5 

。
30 

25 

20 

15 

牛込

調査年月日:
仁ゴ:昭和53年7月20日n~2010 
・・:昭和54年3月29日n~1410 

四

金 回

調査年月日
E二ヨ:昭和53年7月21日n~411 
圃圃・昭和54年間30日n=711 

52 = 

図8 干潟(本更津地区)でのアサリの殻長組成
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表3 アサリ役只の成長の比較

期 間 殻長(mm)

6ヶ月(沈着後) 2.50 
1ヶ年(沈着後) 18.∞ 
6ヶ月(沈着後) 10.∞ 
1ヶ年(沈着後) 幻.∞
6ヶ月(沈着後) 2.∞ 
1ヶ年(沈着後) 6-8 

1-2ヶ月
2-8 

(8-9刀の沈着)

1ヶ年 20.∞ 
2 0日(沈着後) 0.45 
5 0日(沈着後) 0.89 

2ヶ月(産卵後) 2.10 
6ヶ月(産卵後) 3.90 
5ヶ月(沈着後) 2.30 

考察

アサリはハマグワやアカガイに比らべて，球形もし

くはナス型で個々に分離し，十分成熟していると思わ

れる卵であっても，温度刺激などの産卵誘発に反応し

にくい種類である。今回の自然産卵では，むき身重量

比が28.0以上の場合に産卵がみられ，その時期は7月

11日と 9月9日となっている。これは，それぞれ安田

(1945) 8)が述べている 4~7 月の春の産卵期と 9 ~10 

月の手')(の産卵期にあてはまっている。

しかし，その年のむき身重量比の状況は図7に示す

ように '79，' 80，'83年とでは 1~4 月の段階で大きく巽

在っている例から，年による変動が大きいと推測され

る。また，室内での自然産卵した要因については塩分

の変化，水温の変化，干出刺激などが考えられるカ守量

測の域を出ない。

浮遊している期間についてはその殆どが24
0
C~250C 

で18~21 日であるが，これを過き、ても長く浮遊してい

るものもみられかなりの聞きがあることがわかる。

歩留りについては浮遊期および沈着期を通ピて6ヶ

月間では死殻はみられなかったごとから， 100%近く，

飼育条件としては良好であったと考える。

つぎに，干潟調査で得られた稚貝殻長 4~8mm， 14 

~2白川のモードが何月頃産卵されたものなのか，今回

の飼育例と文献からの推定をしてみる。まず，東京湾

での成長を6ヶ月で2.缶llTI， 1ヶ年で1&nmとすると，図

8の4~8mmのモードは前年の秋の産卵分， 14~2白田

モードは前年の春の産卵ということになる。また，内

水試 (1965) は10月の 2~3rnrn (湾奥)で 7~8 月の
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場 JVr 備 考

東京湾 千葉水試調査 (1933) 

有明 池末調査 (1957) 

松川h浦 伊藤ら調査

東京湾 千葉内水試調査 (1965)

木曾三月i 網尾ら調査 (1968) 

吉岡調査 (1964) 
(無給餌飼育)

千葉水試謁盗 (1983) 
(給餌飼育)
千葉水試調査 (1985) 
(給餌飽育)

沈着と推定しているのと比較すると，飼育伊jとほぼ一

致し， 4~8rnmのモードは 4~5 月の産卵で 3~4 ヶ

月で 4~1伽mとなったと考えることも可能で、ある。一

方，安田 (1952)9) の瀬戸内海の調査結果では周年3

mm前後モードが見られている。これらのことから，や

はり天然の成長については種々の環境条件を考慮して

いく必要があり単純に成長を論じることはできないと

思われる。

ごのことは表3に見るように，有明海では8ヶ月で

1白11m，1ヶ年で27mmで松川Ii南では 6ヶ月で2rnm， 1ヶ
年で6~ 8mrnとし，また無給餌飼育で吉田 (1964)1}が

20日て勺 45，50日で0.86~0.8白酬としておりその結果

はかなりまちまちであることからもうかがえる。

変形稚貝の出現については7月産卵のものだけに見

られ9月産卵のものについては皆無であるが，何らか

の飼育の条件に起因するものと推定される。

要約

1 アサリの自然産卵による稚貝を飼育する機会を得

たので一つの飼育例として成長を中心に若干の知

見をとりまとめた。

2 飼育に供したのは木更津市牛込地先のアサリで7

月11日と 9月9日のものである。このときのむき

身重量比は28.0%以上のときであった。飼育方法

は通常の二枚貝の場合と同様に行った。

3 稚貝の浮遊期間は， 24
0
C ~250C で18~21 日であっ

た。沈着時18日目の平均殻長は225prnで，18日目に

まだ沈着していないものの平均殻長は202μmで、あっ

た。その後の成長は60日で平均殻長2.1凹， 6ヶ月
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後平均殻長3.9聞と在った。

4 その他7月の産卵のものに60日目観察時に約10%

の変形稚貝が見られた。そのほとんどが貝殻縁辺

部中央がl白んでハート型であった。また，殻長l

m程度になると足糸で付着するものが多く見られ

た。貝殻の斑紋は白色と波紋形が目立つた。

5 .今回の環境条件の既知の飼育例をもとに天然干潟

に出現する稚貝から推定された成長と比較したと

ころ成長は順調なものであったと考えられた。
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1.産卵後7日目のアサリ浮遊幼生(平均殻長142.71'吋。 2.産卵後18日目のアサリ浮遊幼生(平均殻長202pm)。

3.産卵後18日目のアサリ沈着稚貝(平均殻長225pm)o 4 .産卵後6ヶ月目のアサリ稚貝(平均殻長3.9mm)。シ

5.産卯後6ヶ月目のアサリ稚員(拡大図)。員殻の斑

紋を示す。白色，波紋型が多い。

ャーレに移し潜砂行動をしているところ。

6.産卵後60日目のアサリ変形稚貝(殻長1~ 2 mm)。


